
「
神
戸
に
パ
ン
ダ
が
や
っ
て
く
る
！
」
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
、

子
供
だ
け
で
な
く
、
大
人
ま
で
も
は
や
興
奮
気
味
で
あ
る

さ
て
、
神
戸
に
パ
ン
ダ
・
ブ
ー
ム
到
来
な
る
か
？

動
蝿
弱
撫
灘
溌

る
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
人

気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
パ
ン
ダ
が
二
○
○
○
年
六
月
頃

神
戸
に
や
っ
て
く
る
予
定
で
あ

る
。
神
戸
市
と
中
国
が
共
同
で

「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
国
際

繁
殖
研
究
」
を
十
年
間
神
戸
市
立

王
子
動
物
園
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
、
神
戸
に
は
一
九
八
一
年
に

開
催
さ
れ
た
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
唖
」

博
覧
会
以
来
十
九
年
ぶ
り
に
パ
ン

ダ
の
登
場
で
あ
る
。

私
は
十
九
年
前
の
ポ
ー
ト
ピ
ア

博
を
は
じ
め
上
野
動
物
園
、
南
紀

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
ま

た
中
国
で
北
京
・
天
津
両
動
物
園

や
四
川
省
の
パ
ン
ダ
研
究
セ
ン
タ

ー
等
で
何
度
か
パ
ン
ダ
を
見
る
機

「
笹
を
手
に
持
つ

パ
ン
ダ
の
秘
密
」

大
久
保
建
雄

神
戸
市
立
王
子
動
物
園
園
長

つ

麺写生一

義

オス・３才（1996年８月１２日・臥龍大熊猫繁殖中心生まれ）

戸
に
パ

’Ｙ，神戸にバﾝダがやってくる１画。』

‘漣。神戸バン１特集
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お得なチケットを好評発売中
｢市バス専用カード1,000円券｣(利用額１，１００円)と市バス地下鉄共通｢ＮＥＷＵラインカード1,000円券｣。

第２弾として来神する２頭のパンダの写真を使ったカードも６月頃に発売予定です。

会
を
得
た
が
、
何
度
見
て
も
見
飽

き
る
こ
と
な
く
可
愛
い
も
の
で
あ

る
。

こ
の
パ
ン
ダ
の
人
気
の
秘
密
は

…
？
身
体
全
体
に
占
め
る
頭
部

の
比
率
、
す
な
わ
ち
頭
デ
ッ
カ
チ

の
三
頭
身
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
我
々
上
卜
で
は
七
頭
身
や
八

頭
身
が
美
形
と
さ
れ
る
が
、
子
供

た
ち
に
人
気
が
あ
る
「
ぬ
い
ぐ
る

み
」
は
い
ず
れ
も
頭
デ
ッ
カ
チ
で

あ
る
ほ
う
が
可
愛
い
よ
う
で
あ
る

（
パ
ン
ダ
は
ぬ
い
ぐ
る
み
と
同
じ

な
の
か
？
）
。
パ
ン
ダ
の
人
気
の

秘
密
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
あ

の
独
特
の
白
黒
模
様
と
ド
ン
と
構

え
て
座
る
「
パ
ン
ダ
座
り
」
、
加

え
て
竹
笹
を
器
用
に
手
に
握
り
愛

橋
た
っ
ぷ
り
の
ポ
ー
ズ
、
お
と
な

｢パンダ館」完成予想図

し
い
性
格
に
由
来
す
る
温
厚
な
動

作
等
と
、
そ
し
て
大
変
希
少
種
と

い
う
の
が
人
気
の
秘
密
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

さ
て
「
竹
笹
を
手
に
握
り
」
と

表
現
し
ま
し
た
が
、
パ
ン
ダ
は
手

（
前
肢
）
で
物
を
握
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
…
？
親
指

を
曲
げ
他
の
指
と
対
向
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
物
を
つ
か
む
こ
と
・

つ
ま
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
霊

長
類
」
だ
け
の
特
有
の
進
化
で
あ

る
。
な
の
に
パ
ン
ダ
に
で
き
る
の

か
？
残
念
な
が
ら
パ
ン
ダ
に
は
こ

の
よ
う
な
指
の
動
か
し
方
は
で
き

ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
笹
を
上
手

に
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

…
？
そ
の
秘
密
は
パ
ン
ダ
の
手

首
に
あ
り
ま
す
。
パ
ン
ダ
の
手
首

の
骨
の
一
部
は
指
の
よ
う
に
独
自

の
進
化
を
し
第
六
指
（
擬
似
親
指

と
も
）
と
呼
ば
れ
る
種
子
骨
（
本

当
の
親
指
の
側
に
あ
る
）
と
、
反
対

側
（
小
指
側
）
に
同
様
に
進
化
し

た
副
手
根
骨
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
手
首
の
骨
（
種
子
骨
と
手

根
骨
）
と
本
当
の
親
指
の
三
つ
の

骨
の
解
剖
学
的
位
置
関
係
か
ら
、

手
首
を
曲
げ
る
と
三
つ
の
骨
に
よ

る
空
間
が
で
き
る
。
こ
の
空
間
に

竹
笹
を
挟
ん
で
通
せ
ば
あ
た
か
も

◎

器
用
に
握
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
剖
学
的
特

徴
は
つ
い
最
近
発
見
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
学
術
的
に
も
パ
ン
ダ
は

ま
だ
ま
だ
未
解
明
な
点
の
多
い
不

思
議
な
動
物
の
一
つ
で
も
あ
る
。

そ
し
て
パ
ン
ダ
は
世
界
の
希
少

動
物
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
人
為
的
な
諸
々
の
環
境

破
壊
は
動
植
物
の
生
息
地
の
消
失

に
繋
が
り
、
世
界
の
至
る
と
こ
ろ

で
動
植
物
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
お
り
ま
す
。
現
状
の
ま
ま
環
境

破
壊
が
進
め
ば
近
い
将
来
動
植
物

の
み
な
ら
ず
我
々
人
間
も
そ
の
生

息
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
十
年
間
日
中
共
同
研
究
と
し

て
雌
雄
一
対
の
パ
ン
ダ
を
飼
育
展

示
し
ま
す
。
パ
ン
ダ
が
市
民
の
皆

様
方
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
そ
し

て
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え
る
存
在

と
な
る
よ
う
祈
る
と
と
も
に
、
青

い
地
球
を
次
世
代
に
残
す
た
め
、

こ
の
パ
ン
ダ
を
通
し
て
希
少
動
物

の
現
状
と
自
然
環
境
保
全
・
種
の

保
全
等
の
意
義
に
つ
い
て
、
考
え

思
い
を
新
た
に
す
る
場
・
機
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

瓜
村
脚
応
立
王
子
動
物
直

神
戸
市
灘
区
王
子
町
３
１
１

恋
０
『
す
Ｊ
１
＃
８
１
１
５
８
２
４

図G』
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バ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
で

パ
ン
ダ
歓
迎

神
戸
パ
ン
ダ
音
頭
は
、

チ
ャ
イ
ナ
服
で
色
っ
ぽ
く
？

な
だ
桜
ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
た
「
神
戸
パ
ン
ダ
音
頭
」
。
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
０
８
の
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
埼
玉

県
出
身
の
能
登
は
ま
き
ち
さ
ん
（
万
才
）
の
作
品
。
作
曲
・
編

曲
は
作
曲
家
・
川
村
典
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
「
日
中
親
善
の
パ

ン
ダ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
明
る
く
、
中
国
の
方
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
作
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
ド
ラ
が
鳴
り
響

き
、
チ
ャ
イ
ナ
服
の
婦
人
会
の
方
々
が
登
場
。
残
念
な
が
ら
チ

ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
で
な
く
、
ズ
ボ
ン
。
青
空
の
下
で
区
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
歌
い
、
気
分
爽
快
。
こ
の
「
神
戸
パ
ン
ダ
音
頭
」

が
区
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
ま
す
ま
す
広
ま
り
ま
す
よ
う
に
。

パンダで街を盛り上げる
割

,｡ー bＪ

「
パ
ン
ダ
委
員
会
」
を
中
心
に

区
民
あ
げ
て
パ
ン
ダ
を
歓
迎

灘
淵
鑑
測
掴
燕
舞
議

く
一
般
公
開
が
始
ま
る
と
、
た
く
さ
ん
の
市
民

や
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

灘
区
で
は
こ
の
機
会
に
、
歓
迎
運
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
や
環
境
の
整
備

を
し
て
い
こ
う
と
、
地
元
の
自
治
会
や
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
、
商
店
街
、
公
共
交

通
事
業
者
、
市
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、
昨
年

「
パ
ン
ダ
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
委

員
会
で
は
、
地
域
・
商
業
活
性
化
部
会
、
交

通
・
周
辺
整
備
部
会
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
部
会
の
３

部
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
中
心
と
な
っ
て
、

灘
区
と
し
て
パ
ン
ダ
の
来
園
を
ど
の
よ
う
に
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
区
民

と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
パ
ン
ダ
や
、
お
い
で
に

な
る
お
客
さ
ま
を
歓
迎
し
よ
う
か
と
案
づ
く
り

を
し
て
お
り
ま
す
。

灘
区
は
摩
耶
山
・
六
甲
山
や
多
く
の
史
跡
、

酒
蔵
な
ど
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
魅
力

的
な
ま
ち
で
す
。
パ
ン
ダ
を
見
に
き
て
い
た
だ

く
と
同
時
に
、
灘
の
魅
力
に
も
ふ
れ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

露
溝
橋
戦
夫
さ
ん

灘
区
長
／

パ
ン
ダ
委
員
会
委
員
長

パンダバス＆パンダ電車､走る。

やはり｢パンダ｣は希少なのだ!？

神戸市あげてパンダを歓迎！と、神戸市交通局では「パンダ

バス」と「パンダ電車」を走らせている。「パンダバス」はボデ
ィーにパンダと王子動物園のゆかぃな動物たちを描いたもので、

王子動物園前を走る91.92系統の市バス、計2台（東行7便・西

行8便)。「パンダ電車」は神戸市営地下鉄の車両ドア付近にパン

ダの写真を貼ったもので、２編成のみ。どちらも数が少ないとあ

って、見れたらその日はラッキーなことがあるかも。

王
鯛
鯛
鯛
騨
鵡
灘
癖
擁

り
ま
す
。

公
開
と
な
る
と
、
商
店
街
に
も
休
息
所
や
ト

イ
レ
の
確
保
、
パ
ン
ダ
グ
ッ
ズ
の
販
売
等
が
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
我
々
と
し
て
も
、
動
物

園
の
来
園
客
に
地
元
商
店
街
の
存
在
を
ぜ
ひ
知

っ
て
も
ら
い
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
Ⅲ
商
店
街
な
ど
が
協
力
し
、
パ

ン
ダ
歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
公
開

に
あ
わ
せ
て
ア
ー
ケ
ー
ド
に
カ
ラ
フ
ル
な
バ
ナ

ー
を
つ
け
た
り
、
パ
ン
ダ
の
絵
の
つ
い
た
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
な
ど
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
パ
ン
ダ
ま
ん
じ
ゅ
う
や
パ
ン
ダ
せ
ん

べ
い
も
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

７
月
２
日
（
日
）
か
ら
は
中
元
時
期
と
あ
わ

せ
た
売
り
出
し
や
、
７
月
謂
日
（
日
）
に
は
パ

ン
ダ
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
夏
祭
り
も
計
画
中

で
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

少
ｊ

隣
蕊
溌
謹
騨
－
２

小
山
喜
三
さ
ん

灘
商
店
街
連
合
会
会
長
／

パ
ン
ダ
委
員
会
地
域
・
商
業
活
性

化
部
会
長

2４
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水道筋生まれの"パンダちゃん〃

ウィーンへ行く!？

王子動物園の地元。灘

王
毒
綱
胴
鯉
潔
師
溌
蝿

て
お
り
、
パ
ン
ダ
が
や
っ
て
く
る
と
さ
ら
に
渋

滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
交
通
・
周
辺
整
備
部
会
で
は
、
公
共

交
通
の
利
用
促
進
や
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
番
の
課
題
は
駐
車
場

の
確
保
で
し
た
。
協
議
の
結
果
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
あ
っ
た
場
所
に
１
７
０
台
分
を
増
設
し

計
３
７
０
台
分
を
整
え
、
観
光
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
沿
い
の
灘
南
仮
設
住
宅
の
あ
っ
た
場

所
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。
部
会
で
は
、
さ
ら
に
競
技
場
の

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
放
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な

ど
の
提
案
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
に

は
、
な
る
べ
く
マ
イ
・
カ
ー
で
は
な
く
、
公
共

の
交
通
機
関
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
整
備
と
し
て
Ｊ
Ｒ
灘
駅
か
ら
王

子
動
物
園
ま
で
の
通
り
を
「
パ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

ト
」
と
名
づ
け
、
季
節
の
花
を
並
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
動
物
園
の
周
辺
や
商
店
街
を
明
る
く
す

る
な
ど
、
歓
迎
の
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
パ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を

花
の
咲
く
、
明
る
い
通
り
に

蕊
萩
原
恒
雄
さ
ん

原
田
住
民
自
治
会
会
長
／

パ
ン
ダ
委
員
会
交
通
・
周
辺
整
備
部

会
長

チ
ャ
イ
ナ
服
で
、
日
中
友
好
の

「
神
戸
パ
ン
ダ
音
頭
」
を

酉
緋
鋤
瀧
際
蕊
誰

ル
カ
ム
部
会
」
で
す
。

何
か
パ
ン
ダ
に
ち
な
ん
だ
こ
と
を
と
考
え
、

ま
ず
は
「
神
戸
パ
ン
ダ
音
頭
」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
恒
例
の
「
な
だ

桜
ま
つ
り
」
で
婦
人
会
の
方
々
が
日
中
友
好
の

意
味
を
込
め
て
チ
ャ
イ
ナ
服
で
踊
り
、
大
好
評

で
し
た
。
今
後
も
、
盆
踊
り
大
会
な
ど
に
お
い

て
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。ま

た
、
婦
人
会
で
は
、
パ
ン
ダ
歓
迎
の
ム
ー

ド
を
私
た
ち
に
で
き
る
レ
ベ
ル
で
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
、
友
人

や
鴬
へ
の
手
紙
作
戦
を
活
発
に
展
開
す
る
な

ど
、
口
コ
ミ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
精
力
的
に
進
め
ま

す
。

現
在
は
毎
月
第
３
火
曜
日
の
「
ち
ょ
っ
と
気

配
り
参
加
の
日
」
を
利
用
し
て
、
「
パ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ト
」
に
重
点
を
お
い
た
動
物
園
周
辺
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

蕊
伊
藤
あ
や
子
さ
ん

灘
区
連
合
婦
人
会
会
長
／

パ
ン
ダ
委
員
会
ウ
ェ
ル
カ
ム
部
会
長

↑
「
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
お
せ
ん
く
い
」
（
２
５
０
円
）

袋
は
作
品
を
仕
上
げ
る
よ
う
に
心
を
こ
め
て
毛
糸

で
し
ば
る
。
温
か
さ
を
感
じ
る
一
品

TQPlCSlNなだ

副５

W‐

水道筋にある、和のお菓子「きなり」に“パンダちゃんおせん

くい”を発見。「はや、パンダブーム到来か？」と訪ねたが、オー
プン当初からの看板商品とのこと。店の奥で一枚一枚おせんべい

を焼いているのが前川雅彦さん。２年前脱サラして、この店を始

めた。

あえて昔と同じやり方で国産の小麦粉・砂糖・新鮮な卵、そし

て純粋なハチミツだけで作る｡｢人さまに食べていただくのだから、

おいしくて、体にもいいものしか出す気になれない」という。そ

ういった前川さんの精神とセンスに引かれてたくさんのアーティ

ストが集まるようになった。

この「パンダちゃん」はそんな「きなり」ファンの一人、人形

作家の山本ヨーコさんによるデザイン。希少動物であるパンダは
現代の自然破壊・環境問題へのメッセージでもあるのだ。この

｢パンダちゃんおせんくい」はまもなく、山本ヨーコさんの作品と
ともにウィーンのギャラリーで販売されるとのこと。「ウイーンの
人も水道筋のこんな小さな店で作ってるとは思わないですよね」

↑可愛らしい、雑貨屋さんのような
店内に懐かしのお菓子が並ぶ。奥さ
まの友子さんが持っているのは山本
ヨーコさん作・グリンピースの人形
｢きなりちゃん」

神戸市灘区水道筋6丁目1-17

丑O78-881-2248

9800～19:3０（冬は19800）年中無休

議旋
蝿▲h』
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⑳神戸生まれの｢パンダ｣たち

．』

Ｉ ３
神戸にパンダがやってく石１

神戸〃啄皇'特集

神戸パンダ｡eパンダ
久しぶりに神戸を明るくしてくれたパンダ来神のニュース。
赤ちゃんパンダが産まれるのはもう少し先だろうけど､神戸生まれの｢パンダたち｣を街に発見１
パンダ同様､私たちの心に明るい笑顔を運んでくれることだろう。

パンダのパン､だから

｢パンダパン」？
神戸といえば「パンの街｣。“パンダパン,，を作って
ください！なんて、しゃれのようなお願いを快く引

き受けてくださったのが､「ドンク」の江崎幸一さん。
江崎さんは第４回「'99ベーカリーワールドカップコ

ンクール」で日本代表選手3名のうちの一人として

活躍、世界第３位の栄光を勝ち取った方なのだ。

｢パンダパン」は初めてということで「可愛らしく、
"タヌキ,，にならないように苦労しました」とのこと。
できばえに大満足の江崎さんでした。

｢ドンク」では、パンダ来神に合わせて、パンダの顔
の形をした「パンダパン」（つぶあん・カスタード・

チョコカスタード）を神戸で限定発売する予定。「パ
ンダパン」を持ってパンダを見に行こう！

伽“2"2.伽"fα峡 ，

典脇鰯鯖撫蛎(1K潔1幕湾;ﾃ,差鮎r）

繍診 ン
６月のパンダ公開を記念して､ドンクではパンダパンが豊嶋。

ドンクならではのこだわりで､大人にも子どもにも大人気の

おいしいおやつです。

２００円

大丸店、岡本グルメ館で販売いたしております。

０Ⅳ ◎ＤＥＰＵＩＳノ９０５
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↑「神戸パンダ」のぬいぐる
みを抱く北村店長。
この「神戸パンダ」は、神戸
市在住の版画家・川西祐三郎
さんによるデザイン

Ｋ

f強‘

↓
三
宮
東
・
あ
じ
さ
い
通
り
で
の
「
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
２
０
０
０
」
。
パ
ン
ダ
来
神
と
中
央
区
政
釦
周
年
を
祝
っ

た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
沖
握
応

昔1霊』:三ﾆﾆﾆー 垂垂
パンダ

PLANETOFTHEPANDA

パンダ研究所編

｢どうしてこんなに魅せられてし

まうんだろう」と始まるパンダの

写真絵本。全国及び海外のパンダ

ファンが集う愛好会「パンダ研究

所」が上野動物園歴代パンダの秘

蔵写真から厳選したプライベート

ショットをまとめたもの。

遊ぶ、食べる、寝そべる、あくび

する、のほほんとしたパンダの日

常。意外な表情の連続、思わず抱

きしめたくなる一冊。

定価（本体1,200円十税）

URL＝http:"panda・or､jp／

Ｉ

淫ＮＩ
ｐへ＝

■

A蛎麓釜の石鹸･ﾌﾗﾜーボｴﾑ(200円)。
回ご注文中央区むつみ会作業所ほっとすて一しょん
(TEL．Ｏ78-261-9116）

ヴ

三宮のおもちゃやさん「夢ランド内田」では、「神戸パンダ」の
キャラクターで、オリジナルのおもちゃを制作中。シールやフ
ェイスタオル、ぬいぐるみまで約50種を予定している。同社で

は、オリジナルパンダグッズを、灘区を中心に希望する商店に
卸し、地域の活性化に役立てほしいと考えている。
これらのグッズのうち、既に売り出している「神戸パンダ石鹸」

は、同じく葺合区にある精神障害者施設「むつみ会」の方々が
手作りしている。２０人がかりで一日やっと50個という地道な作
業だ。「わずかだけど、施設運営の資金や施設の方の自信につな
がるよう協力したい」と内田嵩社長。販売ルートをいかし、百
貨店やキヨスクでも販売する予定。

2７

愛されるキャラクター
｢神戸パンダ」

裟鷺
内″nqEqu

塵んなパン叡見1蒔矛丞哩ロ
畑P内空淵吋･口旨、Ｗ1円F辱一厚写一

に~歓迎~Z]；ﾝ趣雨“唾中園の霜使一

,裳驚了｜醤’鯵l
中国産品輸入専門商社味覇は

｜本社/祷声市中央区中山手過…禦騰記商行｜囲国圏固

左一一一鐘iii－
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;〃www･daiei･ＣＯ･iDノ

ヨイェ開発商品

ダｲﾝﾀー ﾈｯﾄで

目ｌ，どき.詣廿『十世と割９．会

商品のお求め､お問い合わせはお近くの舛工一で｡(一部取扱っていない店舗も蚤ざいま夷ご了承ください｡】
掲載の表示価格は､消費税抜きの価格です｡ご精算時に消費税をあわせてお支払いください。 Ｌ、

ｐｉＬＬ
ｑｃ

寺

計
全

ｈ

γ・
．
割
”
銅
電
一
『
孫

ロ

ロ

‘2窪J

NS，Ｆ
Ｌ
Ｆ
Ｌ

l７０ｇ

Ｉ

ｲｴー の情報をご案内しております｡ホームぺー ジｱドﾚｽｈｔｌ

1,1国冷雨

塩段塩段

~

給切“』
劃一

鱗識
一芸識溺

ﾛｾｽﾁーズ1709.

r，

セービング

キャンディタイプ
チーズ

戸
１

8部HP謬り室戸It1
チーズのおいしさが
新しく職りました
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Ｉ

●花と緑のまちづくり座談会

花･ひと．まちをつなぐ
"花ひょうご"づくりの会､つどう

淡路花博「ジャパンフローラ２０００」の開幕を機に結成された“花ひょうご”づく

りの会のメンバーが集まった。２１世紀に向け、県民が主体になって、花と緑を活かし

たまちづくりで心ゆたかな“花ひょうご，’をつくろうというものだ。

建築家、安藤忠雄さん（ひょうごグリーンネットワーク代表）を顧問に、井植貞雄さ

ん（(財）井植記念会理事長・淡路フェリーボート(株)代表取締役社長）をはじめ、花

と緑を愛する人々が発起人となった、この「花ひょうご｣。今回は、その第一回目の発

起人会ということで、それぞれのアイデアを自由に話しあった。

小
泉
い
よ
い
よ
花
博
が
開
幕
し
ま
し
た
。

こ
の
「
花
ひ
ょ
う
ご
」
づ
く
り
は
、
花
と

緑
を
活
か
し
た
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
ん
で
す
。
例
え

ば
、
三
村
一
花
運
動
」
と
し
て
、
県
内
の

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
花
を

「
ま
ち
の
花
」
と
決
め
て
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
の
も
い
い
。
そ
れ
が
産
業
、
雇
用
に

も
つ
な
が
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

永
田
先
日
、
花
博
の
国
際
庭
園
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
神
戸
市
の
作
品
が
選
ば
れ
た
ん

で
す
。
神
戸
は
震
災
を
乗
り
越
え
た
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

海
外
の
審
査
員
の
方
々
も
す
ご
く
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
よ
。

も
ち
ろ
ん
審
査
上
、
出
品
者
は
ふ
せ
ら

れ
て
た
ん
で
す
が
、
神
戸
の
作
品
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
の
は
、
一
目
で
「
神
戸
」
と

分
か
っ
た
こ
と
。
布
引
の
滝
だ
と
か
と
ん

が
り
屋
根
の
洋
館
だ
と
か
、
神
戸
ら
し
い

風
景
が
「
明
る
い
花
の
ま
ち
」
と
し
て
見

事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

「
ま
ち
に
個
性
が
あ
る
こ
と
」
、
こ
れ
は

神
戸
の
魅
力
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

．
村
一
花
運
動
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

の
個
性
を
表
現
す
る
上
で
も
い
い
ア
イ
デ

ア
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

村
上
現
在
で
も
、
町
の
木
や
花
と
い
う

塑頭 識灘it皇 植松韮二
〈アーティスト・彫刻家＞

榎本靖子
〈㈱アン・ヌーヴオ代表取締役社長〉

阪口正浩
<グリーンスター㈱代表取締役＞

瀬戸本淳
<瀬戸本淳建築研究室主宰〉

永田萌
〈画家〉

林まゆみ
〈県立淡路景観園芸学校景観園芸専門員〉

村上和子
<サンテレビプロデューサー〉

吉田泰巳
<兵庫県いけばな協会前会長／

嵯峨御流神戸司所長＞

（順不同）

司会／発起人代表

小泉美喜子
<月刊神戸っ子代表取締役・主筆／

トアロードまちづくり協議会事務局長〉

炉

『

『

グ

母』

回

花
博
の
精
神
を

「
花
ひ
ょ
う
ご
」
に
活
か
す

2昭

霊
一
壱
』

鮒
綱

回顧Tりり

ジ

｡
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ｒ
且

０
－
雪唖 Ｉ

設
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
も
、
花
博
の
思
想
と

通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

瀬
戸
本
震
災
後
、
神
戸
の
ま
ち
も
殺
風

景
に
な
っ
て
し
ま
い
、
せ
め
て
自
分
が
携

わ
る
建
物
く
ら
い
は
花
で
飾
り
た
い
と
努

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
っ
て
…
。

当
た
り
前
の
よ
う
で
す
け
ど
、
花
を
嫌

い
な
人
に
は
今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
が
な

く
て
、
花
や
緑
の
も
つ
力
に
感
心
し
て
い

暮
ら
し
の
な
か
の

何
気
な
い
花
こ
そ
美
し
い

一a曇一a曇

０
－
雪唖 Ｉ

の
は
あ
り
ま
す
が
、
菊
や
さ
つ
き
で
は
花

か
ら
ま
ち
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
ん
で
す

ね
。
も
っ
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
花
を
、
時

代
と
と
も
に
変
え
て
い
く
べ
き
だ
し
、
ま

ち
の
花
は
い
く
つ
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
し
ら
。

植
松
僕
は
日
本
と
ド
イ
ツ
半
々
で
制
作

活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
ド
イ
ツ
で

は
年
に
一
度
、
あ
る
一
都
市
を
決
め
て
ガ

ー
デ
ン
・
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
ん
で
す
。

そ
こ
で
花
を
植
え
た
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
叩
人
ほ
ど
集
ま
っ
て
彫
刻
を
発
表
す
る
。

兵
庫
県
で
も
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
を
活
か

し
て
、
花
博
の
あ
と
、
一
年
ず
つ
花
の
ま

ち
を
増
や
し
て
い
っ
て
も
い
い
。

阪
口
花
博
を
機
に
、
私
た
ち
も
社
団
法

人
造
園
建
設
業
協
会
を
立
ち
あ
げ
て
花
博

の
事
業
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
の
「
花
ひ
ょ
う
ご
」
づ
く
り
は
、
立

ち
上
げ
か
ら
８
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
か

け
て
花
博
を
成
功
さ
せ
た
兵
庫
県
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
で
、
こ
う
し
た
き
っ
か
け

で
人
々
の
暮
ら
し
に
花
が
増
え
る
の
は
、

一
造
園
家
と
し
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い
で

す
ね
。

村
上
淡
路
は
花
博
が
開
か
れ
て
や
っ
と

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
で
花
を
感
じ
ら
れ
る
島
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
花

と
ミ
ル
ク
と
オ
レ
ン
ジ
の
島
」
と
い
い
続

け
て
い
て
も
、
ハ
ウ
ス
の
な
か
で
し
か
花

が
見
れ
な
か
っ
た
で
し
よ
。
産
業
で
作
る

レ
ベ
ル
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
に
入
っ
て
き

た
か
な
と
…
。

震
災
５
年
に
し
て
、
大
地
の
息
吹
を
感

じ
な
が
ら
花
の
な
か
で
人
々
が
癒
し
を
受

け
て
い
る
、
こ
の
花
博
の
光
景
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
る
我
々
の
「
命
を
大
切

に
」
と
い
う
思
い
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

榎
本
淡
路
は
い
ま
、
観
光
的
な
要
素
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
本
来
の
淡
路
は

「
日
本
の
美
し
い
農
村
」
そ
の
も
の
で
す
。

私
は
い
ま
、
五
色
町
に
あ
る
百
年
以
上

た
っ
た
庄
屋
の
建
物
を
再
生
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
外
国
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
が
制
作
の
場
と
し
て
利
用
し
て

く
だ
さ
る
話
も
あ
っ
て
、
都
市
と
農
村
部

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
し
た
い

ん
で
す
。

林
私
は
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ
く
り
に
縁
が

深
く
、
今
も
市
民
の
方
々
の
生
涯
学
習
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
淡
路
の

瓦
産
業
が
衰
退
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、

瓦
を
利
用
し
た
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
コ
ン
ペ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
意
識
の

高
ま
り
を
感
じ
ま
す
ね
。

村
上
こ
の
会
で
、
我
々
は
新
し
い
も
の

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
オ
ー
プ
ン
当
初
大
盛
況

だ
っ
た
施
設
が
何
年
か
す
る
と
廃
れ
て
く

る
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
施

眉'＠

瀬戸本淳さん 榎本靖子さん 植松至二さん 永田雨さん
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村上和子さん 阪口正浩さん

｢ひょうごまちなみガーデンショー」のようす
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１

重一

、

林まゆみさん 吉田泰巳さん

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
外
国
で
も
そ
う
い

っ
た
お
も
し
ろ
い
花
の
使
い
方
を
す
る
作

家
が
何
人
か
い
る
の
で
、
「
花
と
ア
ー
ト
」

み
た
い
な
の
を
広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
も

い
い
よ
ね
。

榎
本
外
国
で
は
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
に
花

を
置
い
て
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
シ
ャ
ワ

ー
を
す
る
と
い
う
使
い
方
を
し
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
使
い
方
も
、
神
戸

か
ら
発
信
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。

瀬
戸
本
神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う

3１

ま
す
。

林
暮
ら
し
の
な
か
で
見
る
花
に
ほ
ど
、

美
し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

た
だ
、
「
花
ひ
ょ
う
ご
」
を
進
め
る
上
で
、

花
が
美
し
い
の
は
花
を
取
り
巻
く
緑
、
抱

え
て
い
る
生
物
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
い
う

こ
と
を
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

植
松
そ
れ
と
「
人
」
で
し
ょ
う
。
花
を

見
て
美
じ
い
と
感
じ
る
の
は
人
な
わ
け
だ

し
。
僕
だ
っ
て
花
を
も
ら
う
と
嬉
し
い
し
、

電
車
の
な
か
で
花
を
も
っ
て
る
と
照
れ
る

よ
う
な
、
あ
の
優
越
感
み
た
い
な
ね
（
笑
）
。

オ
ラ
ン
ダ
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
有
名
な

場
所
が
あ
っ
て
、
初
め
て
見
る
よ
う
な
変

わ
っ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
植
え
て
あ
る
。

人
も
た
く
さ
ん
集
ま
る
け
ど
、
そ
こ
ま
で

い
く
と
人
と
花
の
つ
な
が
り
っ
て
な
い
よ

ね
。
見
せ
も
ん
み
た
い
で
。
人
工
的
な
も

の
で
な
く
、
花
の
命
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
植
え
方
が
理
想
で
す
ね
。

吉
田
ま
ち
の
道
路
脇
の
花
壇
に
し
て
も

季
節
ご
と
に
一
生
懸
命
植
え
か
え
て
る
け

ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
庭
園
な
ん
か
は
そ
ん
な

極
端
な
こ
と
し
て
な
い
よ
ね
。

阪
口
日
本
人
は
常
に
き
れ
い
な
花
が
咲

い
て
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
。
そ
の
点
、

彼
ら
は
冬
の
間
花
を
諦
め
て
春
に
ど
ん
な

花
を
咲
か
せ
よ
う
か
と
一
生
懸
命
士
づ
く

り
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
う
い
っ
た
ガ

ー
デ
ン
づ
く
り
の
基
木
精
神
を
一
般
の
方

榎
本
私
は
い
ま
、
「
ス
ダ
マ
ラ
ン
の
花
」

を
神
戸
に
広
め
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
花
は
、
真
っ
白
で
花
び
ら
が
舞
う
よ

う
に
い
い
匂
い
が
す
る
。
バ
リ
の
ホ
テ
ル

で
一
目
ぽ
れ
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

東
ジ
ャ
ワ
の
奥
地
の
農
村
で
育
て
ら
れ

て
い
る
と
聞
い
て
さ
っ
そ
く
訪
ね
た
ら
、

こ
の
花
の
太
い
茎
を
ハ
サ
ミ
を
使
わ
ず
手

で
折
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
に
咲
か
す
球

根
へ
の
思
い
や
り
な
ん
で
す
ね
。
人
間
は

花
と
と
も
に
生
き
て
い
る
ん
だ
な
と
、
心

が
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
、
失
わ
れ
て
い
た

も
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

吉
田
私
は
花
を
使
う
方
で
、
育
て
る
の

と
は
全
く
逆
の
立
場
で
す
が
、
花
を
愛
す

る
心
は
同
じ
で
す
。
命
あ
る
も
の
を
断
つ

わ
け
で
す
か
ら
本
当
に
大
切
に
扱
う
ん
で

す
ね
。
し
か
し
、
最
近
で
は
自
然
破
壊
や

と
い
う
人
も
い
て
、
園
芸
屋
さ
ん
に
育
て

て
も
ら
っ
て
は
使
い
、
使
っ
て
は
育
て
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
ま

す
。植

松
花
の
使
い
方
と
い
う
の
は
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
、
僕
は
３
年
程
前
に
彫
刻
の
な

か
に
ク
ス
ノ
キ
を
植
え
た
作
品
を
造
っ
た

花
と
「
ア
ー
ト
」
、

花
と
「
お
し
ゃ
れ
」
の
発
信
地
に

に
も
勉
強
し
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
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蕊
蕊
雲
鱗
霊

の
う
ち
絶
滅
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
悲
し
い
お
話
に

で
あ
っ
た
の
で
す
。
ユ
カ
は
最
後
に
、
「
た
す
け

あ
う
、
植
物
と
動
物
た
ち
」
の
う
る
わ
し
い
姿
を
、

き
、
人

食
べ
て

ド
ー
ド

瀬
戸
本
僕
ら
の
好
き
な
花
に
タ
ン
ポ
ポ

や
ハ
コ
ベ
が
あ
る
。
原
風
景
に
、
子
供
の

頃
、
路
地
裏
で
見
た
ガ
ー
ベ
ラ
や
カ
ン
ナ

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
自
分

の
生
き
方
を
そ
の
花
で
精
一
杯
表
現
し
よ

つ
な
が
る

「
花
・
ひ
と
．
ま
ち
」
づ
く
り

の
は
生
き
方
の
お
手
本
だ
か
ら
、
暮
ら
し

の
な
か
で
の
お
し
ゃ
れ
の
提
案
も
神
戸
な

ら
で
は
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

記
念
出
版
〃
「
自
然
と
の
共
生
」
を
考
え
る
絵
本

〃
と
聞
い
て
、
ハ
テ
、
ど
ん
な
絵
本
に
縄
簿
の
か

]j,磯のがたり
－鐘 …

箔
ｆ･甚型坤

宇害測Ｆ

か＝ロ

劉

1

烏
を
オ
ラ
ン
ダ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ

一域蕊』
,動

三

'１

バラエティにとんだメンバー。それぞれの立場から花と緑への思いを語る

う
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
か
ら
で
し

ょ
う
。震

災
後
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が
集
合
住

宅
に
入
っ
て
、
花
を
育
て
る
わ
ず
か
な
ス

ペ
ー
ス
も
持
て
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
反
対
に
住
宅
の
内
覧
会
な

ど
で
花
を
い
っ
ぱ
い
植
え
た
も
の
の
、
そ

の
あ
と
誰
が
面
倒
を
見
る
か
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
。
ま
ち
で
も
同
じ
こ
と
が
お
こ

る
わ
け
で
す
。

そ
う
み
る
と
、
ま
ち
づ
く
り
は
ま
さ
に

ひ
と
づ
く
り
で
、
ひ
と
を
育
て
る
の
は
ま

ち
の
財
産
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
。
そ
れ
が
、
こ
の
会
の
テ
ー
マ
に
も
な

る
と
思
う
ん
で
す
。

林
そ
ん
な
と
き
は
、
一
度
き
れ
い
な
花

壇
を
片
づ
け
て
、
住
民
の
方
に
一
か
ら
一

緒
に
作
っ
て
も
ら
う
の
も
い
い
。
き
れ
い

な
花
も
既
に
あ
る
と
「
誰
か
が
し
て
く
れ

る
」
と
思
う
け
ど
、
自
分
が
植
え
た
と
な

る
と
そ
の
後
が
気
に
な
る
も
の
じ
ゃ
な
い

か
し
ら
狸

小
泉
ト
ア
ロ
ー
ド
も
、
こ
の
４
月
か
ら

「
ス
ト
リ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
」
と
い
っ
て
、
沿

道
の
店
に
約
帥
個
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を

置
い
て
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ

ー
の
花
を
植
え
る
ん
で
す
。
こ
れ
も
、
お

店
の
人
自
身
が
花
を
育
て
て
、
花
で
「
お

客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
心
」
を
育
む
こ
と

が
大
切
で
し
ょ
う
。

阪
口
一
つ
提
案
し
た
い
の
は
、
「
ひ
ょ
う

ー

ご
ま
ち
な
み
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
」
を
は
じ

め
、
今
ま
で
県
が
積
み
重
ね
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
花
と
緑
の
事
業
や
団
体
が
あ
り
ま

す
ね
。
こ
う
し
た
方
々
と
の
関
係
を
大
切

に
進
め
る
こ
と
で
す
。

林
一
緒
に
な
っ
て
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
。
そ
う
す
れ
ば
み
ん
な
の
心
も
集
ま
つ

（
た
す
け
あ
う
植
物
と
動
物
た
ち
）

作
／
河
合
雅
雄
絵
／
永
田
萌

「
淡
路
花
博
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」

ヨ
カ
の
花
も
の
が
た
り
」

ＴＦ Ｔ罰

植
物
と
動
物
た
ち
を
、

Fm2

て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

小
泉
我
々
が
、
花
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
会
に
な

れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
い
ろ
い
ろ

な
方
々
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
３
月
露
、
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
株
式
会
社
に
て
）

絶
滅
。
タ
ン

南
洋
の
島
々
へ
飛
ん
で
訪
ね
ま
す
●
垂
〃

イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
へ
一
一
一
畠
っ
て

み
る
と
、
タ
ン
バ
ラ
コ
ク
の
木
の
森
が
元
気
が
な

バ
チ
、
ド
リ
ア
ン
と
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
ラ
フ
レ

し
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
レ
ン
ゲ
の
花
と
ミ
ツ

シ
ア
と
キ
ン
バ
エ
や
アバ

ラ
コ
ク
禰
到
識
撫
獅
だ
っ
た

Ｉ
は
、
そ
の
実
を
食
べ
、

人
間
の
持
ち
込
ん
だ
ブ
タ
や
ネ
ズ
ミ
が
卵

（
に
連
れ
て
行を

淡
路
花
博
の
ジ
ャ
バ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
絵
本
は
、
人
間
と

自
然
と
の
共
生
を
考
え
る
、
や
さ
し
い
哲
学
、
愛

し
い
バ
イ
ブ
ル
で
す
。

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
館
長
で
、
生
態
学
、

人
類
学
専
門
の
河
合
雅
雄
さ
ん
と
、
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
で
京
都
に
妖
精
村
を
主
宰
す
る
絵
本
作

家
・
永
田
前
さ
ん
。
兵
庫
県
生
ま
れ
の
お
二
人
が
、

〃
ひ
ょ
う
ご
〃
へ
の
愛
、
そ
し
て
人
間
へ
の
愛
、

地
球
へ
の
愛
を
い
っ
ぱ
い
に
こ
め
た
一
冊
で
す
。

発
行
所
／
株
式
会
社
小
学
館

（
１
６
０
０
円
十
税
）

実
の
中
の
種
は
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味
・
心

祝。東灘区政50周年

サ
ロ
ン
寓
里
一
癖
群
川
州
榊
万
里
儒

岡
本
の
お
し
ゃ
れ
な

オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン

あ
な
た
だ
け
の
隠
れ
家

3３

本駅

■ 延延一一

卿亭,,,鋤”｜園
ＪＲ眼ロ卸哩g歴歴＝弓

設計、お見積り無料。お気軽にお問い合わせください。 大
井
川神戸

噸j'亥；三鰯当$減会社識嚇“
ニワョイ

GREENS・U4R〒658"0003神戸市東灘区本山北町2-5-25TELo78-451-8700FAxo78-451-8714

磯浬志山勤

JR摂津本山駅より山手幹線道路を芦屋方面へ徒歩7~8分

道路南側･屋根のｳｪー ブを目印にお越し下さい。駐車可能です)

MOntpellier
神戸市東灘区岡本1-3-31サンｵｶﾓﾄピﾙB1

TELO78-452-2940

「
完
壁
な
お
料
理
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
か
ら
で
き
る
だ
け

ご
予
約
を
」
と
の
こ
と
。
シ
ェ
フ
は
選
り
す
ぐ
り
の
素
材
を
至
極

の
料
理
で
、
ギ
ャ
ル
ゾ
ン
は
一
期
一
会
の
想
い
に
真
心
を
添
え
て

お
も
て
な
し
。
お
薦
め
は
『
ト
レ
ト
レ
ポ
ン
の
コ
ー
ス
』
、
冨
昂

営業時間／１２：００～１４：００１６：００～

定休日／水曜
神戸市東灘灰丙岡本2-7-3
オーキッドコー卜右峯館1Ｆ

(JR住吉駅東徒歩7分副首2号線住吉川北）
ＴＥＬ､０７８－４５３－１８７７

⑳ＴＯＫｌ
営業時間／１１：３０~１４:釦

１７:30~20:釦月曜休み

神戸市東灘区住吉本町1-1-11-28

日生住吉コープ１Ｆ

ＴＥＬ､０７８－８４１－０２４８

お酒とおしゃべり‐シェフ

の心温まる料理で楽しいひ

とときを…

営業時間／１７：００～２４：００

定休日／日曜榊忍寺
シ
ェ
フ
を
信
じ
て
コ
ー
ス
』
。
ご
入
学
・
歓

送
迎
会
に
ど
う
ぞ
。
本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

心
ゆ
く
ま
で
楽
し
も
う
。

出
張
パ
ー
テ
ィ
ー
承
り
ま
す
。
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かがやく神戸観光

公社が誕生！
山牧場、須磨海づり公園、平磯海づり公園、

学校が統合され、今年４月、装いも新たに「財

まち、山、海に恵まれた神戸観光の魅力を存

雪耐震

花
と
緑
と
海
と
と
も
に
神
戸
観

光
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

神
戸
市
園
芸
振
興
基
金
協
会
と
神
戸

市
緑
農
海
浜
公
社
が
合
併
し
、
今
年
４

月
か
ら
「
神
戸
み
の
り
の
公
社
」
と
し

声一 函

↑フルーツエンジェルの皆さん（神戸ルネサンス城にて）

SF

§

＆

喜口元和
(財I神戸みのりの公社聯務哩¥Ｉ

神
”
市
立
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
バ
ー
ク

中
串
陛
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
モ
チ
ー
フ
に
、

花
や
果
実
に
包
ま
れ
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
ワ
ー
ル
ド
。
花
や
果
実
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
テ
ー
マ
館
」
、
洋
酒
の
博
物
館

「
ブ
ラ
ン
デ
ー
・
ビ
ー
ル
館
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ゾ
ー
ン
。
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
が
ず

ら
り
と
そ
ろ
う
神
戸
の
味
の
ゾ
ー
ン
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
ホ
テ
ル
、
９
種

類
の
風
呂
存
一
も
つ
バ
ー
デ
ー
ハ
ウ
ス
が

集
う
ホ
テ
ル
ゾ
ー
ン
。
７
月
下
旬
に
は

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
（
遊
園
地
）
、

ト
リ
ム
ラ
ン
ド
（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）
も

オ
ー
プ
ン
し
、
ま
す
ま
す
魅
力
ア
ッ
プ
。

鵜

騨
詳
診
寒
蕊

花に包まれる音楽堂

(ウッディハウス）

溌

澄みわたる青空、緑の芝生。大自然を満喫しようチーズフオンジュは二棟のレストランで

アミューズメントパーク完成予想図

神戸市北区大沢町上大沢2150

開演時間／9時～17時

休園日／なし

入場料／大人500円小人250円
aO78-954-1000

httpWwww・exd・city・kobe.』p/fruitpark／
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休日になると釣り客で賑わう弓秀農海づり公園マリンピア神戸内にあるさかなの学校

まち、山、海の魅力

神戸みのりの
農業公園、フルーツ・フラワーパーク、六甲

栽培漁業センター、マリンピア神戸さかなの

団法人神戸みのりの公社」としてスタート。

分に味わってみよう！

，..’

”州

零彦琴『.~ず霊記雀琴ど三雲聖
~

＃
型

て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
「
神
戸
市

立
農
業
公
園
」
、
「
神
戸
市
立
フ
ル
ー

ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
、
「
神
戸
市
立

六
甲
山
牧
場
」
、
「
神
戸
市
立
須
磨
海
づ

り
公
園
」
、
「
神
戸
市
立
平
磯
海
づ
り
公

園
」
、
「
神
戸
一
正
坐
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
」
、

「
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
さ
か
な
の
学
校
」
な

ど
を
ト
ー
タ
ル
的
に
担
当
す
る
公
社
で

す
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
に
あ
た
る
今
年
、
神

戸
の
海
と
山
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

蕊i畿謹蕊蕊霧 鱈．
図凸昌

蕊雷霊

洲
↑ワインメイトの皆さん（神戸ワイン城にて）

神
戸
市
立
農
業
公
園

神
戸
市
西
区
、
あ
ふ
れ
る
自
然
に
彩

ら
れ
た
小
高
い
丘
に
広
が
る
神
戸
市
立

農
業
公
園
。
敷
地
内
に
は
、
神
戸
ワ
イ

ン
の
原
料
と
な
る
ぶ
ど
う
が
戦
培
さ
れ

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
思
わ
せ
る
ワ

イ
ン
城
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
か
ら
ワ

イ
ン
バ
ー
に
お
よ
ぶ
ワ
イ
ン
の
世
界
を

余
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
コ
ー
ナ
ー
で
、
広
大
な
ブ
ド
ウ
畑
を

眺
め
な
が
ら
神
戸
ビ
ー
フ
を
。
毎
週
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
朝
市
は
大
人
気
。

ｄ

配］

毒
一
一
一

‐
‐
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書
目
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縄
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雪
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創
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訓
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フルシーズン海釣りを楽しめる須磨海づり公園

須磨海づり公園

神戸市須磨区一ノ谷町５

開園時間／6時～19時（５月)、６時～20時（６月）

休園日／火曜(但し祝日は開園）公078-735-2907

平磯海づり公園

神戸市垂水区平磯1-1-66

開園時間／6時～19時（５月)、６時～20時（６月）

休園日／木曜(但し祝日は開園）aO78-753-3973

http:"www･kansai､nejp/umiduri

マリンピア神戸さかなの学校

神戸市垂水区海岸通12-4開館時間／10時～17時

休館日／水曜(祝日の場合はその翌日）入館料/無料冠07&706-5550

璃
一

色８

１
爵

】‐

須
磨
海
づ
り
公
園
／
平
磯
海
づ
り
公
園

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
／
さ
か
な
の
学
校

神
戸
の
市
街
地
か
ら
少
し
足
を
の
ば

す
だ
け
で
海
釣
り
を
楽
し
め
る
「
須
磨

海
づ
り
公
園
」
「
平
磯
海
づ
り
公
園
」
。

常
に
、
種
類
の
連
う
魚
が
回
遊
し
、
フ

ル
シ
ー
ズ
ン
釣
り
を
楽
し
め
る
の
も
魅

力
。
「
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
さ
か
な
の
学
校
」

は
、
神
戸
近
海
の
魚
や
漁
業
を
紹
介
。

「
平
磯
海
づ
り
公
園
一
に
隣
接
す
る
「
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
ヒ
ラ
メ
な

ど
の
稚
魚
を
育
て
放
流
し
て
い
る
。

有機栽培で育てた神戸産のぶどうを100％使用した「神戸ワイン」

神戸市西区押部谷町高和1557-1

開園時間／9時～17時

休園日／なし

入場料／大人400円小人200円

公078-991-3911

http:"www・exd・city・kobejp/kobewinery／

｢神戸ワインまつり」ではこんな

アトラクションも

灘
－

憾憾
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この街種皆さまとともに。
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3６

会 員
募集中

ご奉仕品､食料品は2年目以降も2％です。

蕊運転免許証などご本人さまを証明できるものと､銀行お届け出印をご持参ください。

※審査により､お申し込みのご希望に添えない場合もございますのであらかじめご了承ください。

お買い上げ１００円につきフ％のポイントが付きます。
ご奉仕品､食料品は2％｡※生鮮食料品､酒類など一部除外品もございます。

ポイントがつくのは翌月一回払いのみで式

ポイントを集めると､<そごう>のお買い物券をプレゼント。
210,0ポイントごとに2‘0,0円分のそごうポイント券(お買い物券)と交換いたしま壷

ご入会力'ら一年間は年会費無料。
次年度からも300円(税別)と、とてもお得で宝

ご来店し1た鮭くだけで１０ポイント進呈。
家族会員カードを含む一口座につき､１日１回限り。

次年度より年間お買い上げ額に応じて、
ﾌ％から最大１０％までポイントがアップ６

お申し込みはそごうポイントカードカウンター[本館9階］

ポイントを集めるとお買い物券をプレゼント。

そごうボイントカード

Ｓ ○Ｇ○ＰＯｌＮＴＣＡＲＤ

②鴬

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



（
＝■■ーー

Ｌ釘

ｼ テイル－ブ

a7nCDIDでめぐる
…、．…

一蕊

大五

（

21座駒ケイ耐ｾﾝﾀー １

ジ

７雫、与多

＞倉､、、

3７

⑪ビエント神戸店

神戸市中央区相生町3-1-1

(JR神戸駅構内・ピエント神戸内）
趣078-366-0515

《、
壬宝E辰

曲駕Ｈｆ廻巴
L里垂W」L里垂W」

、、

ＸＴ雪診ＸＴ雪診
函
匹

鯉

釦Enlm咽

､､

一
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I‘砦窒黒縄
亜逗ヴ堂刃亜逗ヴ堂刃

一
一

診筆

lＬ

〒６５８－００４４神戸市東灘区御影塚町４丁目４－８

垂O78-842-2508

JR六甲道駅から南へ徒歩15分阪神新在家駅から東へ徒歩3分

駐車場有り(観光バスも入れます）

鱈，

癖デ扉ｍＦｈ罰胃諒訪ｱﾘvFh

ｑ走る異人館～１日乗車券で乗降自由!～伝
車体は神戸によく似合うグリーンを基調に「走る異人館」をイメージした
レトロなデザイン。中突堤から北野(異人館）を結びます。１周約１時間。

回平日と土・日・祝日は停留所「モザイク前」と「ハーバーランド」の位置力唾わります。

皿土・日・祝日は特に交通渋滞により返れることもございます。

料金

○１回ご 乗 車 の 場 合 ○１日ご乗車券購入の場合
大人250円大人650円

小人(12歳未満）130円小人６２歳未満）330円

fF-l症ｔ

お問い合せは

(財)神戸国際観光コンベンション協会
公078-303-1010

1号２

臆

⑩K棚剛iwD神戸ブﾗﾝﾄ゙

、

甲南漬資料館

高嶋酒類食品の130年にわた

る歴史に関する資料などを展

示。入館無料。

恋078-842－2508

見学時間
１０：００～１７：００

(正月三が日のみ体）

お食事処平介茶屋

かまどで炊いたふっくらご飯

に旬の波け物、無添加熟成味

噌で作るみそ汁をお楽しみく

ださい。

営業１１：３０～１３：３０

(正月三が日のみ休み）

おみやげに、御肥答品に.

もつこう

酒泉木瓜
オープンしたての立ち飲み処。

歩入館
歩くための靴を追求するアシックスのお店。

そば辰
西宮に本店のある老舗

カフェルシカ

シアトル風のオープンカフェ

》
一

甲南漬本店

甲南涜(各種粕漬け)はもちろ

ん、神戸・兵庫の名産品など

も取り揃えております。

aO78-841-1821

営業９：００～１９：００(正月
三が日のみ体）

④モザイク店

神戸市中央区東川崎町１－５１

(ハーパーランド・モザイク内）
丑０７８－３６０－１８１０

一
鱈

美味体験

こうべ甲南

海産物・神戸ワイン・灘の酒・洋築子など
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神戸イベント情報
１
１

声
碗
空

主催／神戸阪急ミュージアム、（財）日本手芸普及協会

後援／アメリカ大使館協賛／キルトジャパン

協力／日本貨物航空、全日空監修／キルト作家深山実枝子

■お問い合わせ神戸阪急TELO78-360-1231

3８

神戸っ子読者チケットプレゼント

①スペシャリスト招待券ペア３組

②トワエモワコンサート６／80招待券ペア２組

上記のチケットをご希望の方はご希望のチケット名、郵便番号、住

所、氏名、年齢、電話番号をご記入の上、ハガキまたはＦＡＸで〒

650-0011神戸市中央区下山手通３‐１‐１８ツインズトアビル４Ｆ

(ＦＡＸは078再331-2795）月刊神戸っ子「文化イベントチケット」

係までご応募下さい。締切６月５日。

スペシャリスト
－自覚な営殺識者一

数百万人のユダヤ人を大量殺裁したナチスドイッ。おびただしい数

のユダヤ人を強制収容所に送りこんだアドルフ・アイヒマン。今世紀

史上最大の犯罪に荷担した男の素顔は雛くほど凡庸な人間だった一・

この映画はナチス戦犯裁判で唯一の記録映像に最新のデジタル処理が

施された画期的な作品。そして現代社会において私たちも「もう一人

のアイヒマン」に知らないうちになっている可能性も否めない。

新神戸オリエンタル劇場
罪*線新神戸駅前･地下鉄新神戸駅上

華麗なメリーランドの希少遺産

ボノレティモア。アルバムキルト展
5／2５（木）～6／1２（月）

入館時間１０時～１９時

(最終日は16時30分まで）

６／3０（金）
７／１（土）
全席指定6000円

チケットセンター

078-291-9999

神戸阪急ミュージアム
(神戸阪急６階）

入館料／一般（高校生以上）

500円（前売り．１０名以上の団

体300円）小・中学生300円（前

売り.10名以上の団体100円）

※小学生未満と65歳以上の方

は無料（証明書要）

6／９（金）１９;00～
１０（土）・1１（日）１４:００～

Ｓ席6000円Ａ席4500円

後援：Ｋｊｓｓ－ＦＭＫＯＢＥ

！
6／１６（金）・１７(±）
①１１：００②１３：３０③１６：００④１８：４０

神戸朝日ホール（大丸から束へ50ｍ）

前売1300円（当日1500円）

■お問い合わせ神戸映画サークル協議会TEL､078-331-8538

ＩｘｕｍｊｎｇｂｙＩ℃ｍｎｄｎ~l河上且ymkj

森のコンサート村のコンサーート
布引ハーブ回森のホールしあわせの村本館１Ｆエントランス

、神戸市混声合唱団毎月第２日曜日１３：３０～

毎月第１日曜日１４：００～入場無料

⑳神戸市室内合奏団神戸市混声合唱団

奇数月第３日曜日１４：００～

共に入場無料

わがまちコンサート海のコンサーート
新長田ビフレホール舞子ビラあじさいホール

毎月第２金曜日１８：３０～毎月第３金曜日
６／９神戸市混声合唱団５／１９神戸市室内合奏団１４：００～

７／１４神戸市室内合奏団６／16神戸市混声合唱団１８：30～
当日券２０００円

■お問い合わせ（財）神戸市演奏協会TEL078.361-7241

19:00～

１４：００～

Ｔ

サーカス
アコーｽﾃｨｯｸｺﾝｻー ﾄ2000トワエモワコンサート
ジヤンルにとらわれない音剰生と７０年代の思い出とともに
ファミリーならではの豊かなハーモニーあの頃の散がよみがえる

完熟したJ・MUSICの

ENTERmINERによるKＯＢＥＭＧＨＴ
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海の考古学
文化財保護法50年記念

■会期／５月28日（日）まで午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
■休館日／月曜日

■羊催/神戸7茄並博物館・文化庁

■協賛／三菱電農株式会社兵庫支店

■入館料／一殻600円（450円）大・高生400円（300円）小・中生250円（150円）
強（）内は30名以上の団燭斗全

１
１

日本列島は周囲を海に囲まれているため、古

代から人々は海と密接なつながりをもってき

ました。

本展覧会では、海と深くかかわってきたこと

をしめす遺跡やその出土資料にスポットをあ

て、海にまつわる道具や船、交流によっても

たらされた資料などを紹介していきます。

SＥ

神戸市受贈記念特別展

幸 頓煎鴬雛

ロビーコンサート

５月14日(日)午後2時～3時30分

出満／神戸市室内合奏、

料金／無料｡ただし､美術館入場料が必要です｡

潮風１９９５

冒蕊

特別展

６月25日(日)まで同時開催/収蔵作品展，
神戸をはじめ日本各地の美しい風景を描いた川端謹次(1909～

1998)の作品が昨年７月､神戸市に寄贈されました｡本展ではこれ

を記念し､贈られた作品をお披露目すると共に､川端謹次の画業

のほぼ全容を紹介いたします。

■解説会：毎週土剛j午後2時～2時30分

（学芸員によるｽﾗｲド解説）

神戸市立１，磯記念美術館
神戸市東灘区向洋町中5-7TEL,078-857-5880

開館時間：午前10時～午後5時(入館は4時30分まで）

休館日：月咽１１

入館料：一般500円､間校･大学生350円､小･中学生200円

交通：JR住吉駅･阪神魚崎駅のりかえ、

六甲ライナー｢ｱｲﾗﾝド北口｣駅下車すぐ
Ｆ宇一

謹雲

諾手塚治虫記念館
期間／９月５日Ｉ火まで
午前9時30分～午後17時（夏休みは午後7時まで）
休館日／水曜日

宝塚市武庫川町７．６５TEL､0797-81-2970
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永年培われた伝承の熟成技術から誕生して以来、

｢パキッとして歯触りがいい｣とか｢ジｭー ｼー でお肉の旨みがいきている｣など｢本当においしい｣と
大好評のアルトバイエルン６ウインナーは熟成｡熟成ウインナーといえばアルトバイエルン６

「これ窓段違い!｣の美味しさをたっぷりとご賞味ください。

熟成の美味しさ､段違い。
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ウ
ェ
イ
バ
ー

｢ラーメンたろう｣の

初夏の新作ラーメンができました！

｢たろう麺工房」でどうぞ

北京料理の

味と枠にとらわれない中華

中華食材庚記商行

神戸市中央区元町通1-1-4

TEL､078-331-11149：００～１９：３０無休

’ 一

ホット＆スパイシーな「にんにくラーメン」680円

ラーメンたろうでは日々、おいしくて新しく、お客さまにオドロキを

感じてもらうラーメンづくりに取り組んでいます。商品開発室のスタ

ッフが今、自信をもってお届けするのは「にんにくラーメン」と「カ

レーラーメン｣。どちらもありそうでなかった新作です。素材、味と

もにこだわった、スタミナたっぷりのラーメンで元気いつぱいに！

自家製カレースープの味と香りが格別な「カレーラーメン」630円

4１

ラーメンたろうチエーン店■近日オープン
三宮本店諏訪山店明石店姫路中地店
三宮北野坂通店神大病院前店加古川店姫路駅南大路店
阪急六甲店大開通店姫路塩町店芦屋店
摂津本山店須磨店尼崎店

たろう麺工房

神戸市中央区坂口通7-2-26

TEL221=3335

味
覇
は
味
の
王
様

１１:00～21:００

(ラストオーダー20：００）
無休FAX078-39.1-1992

＝＝

おいしい中華料理を家庭で作りたい方に

中華食材が豊富に揃った、異国のスーパーマーケ

ットです。特に人気が高いのは庚記商行オリジナ

ルの高級中華スープの素「味覇(ウエイパー)｣(５００

９缶800円，１kg缶1200円)。神戸南京町のお土産に
いかがですか。 紳猫閏

SＨｌＮＳＥＮＫＡＫＵ

禦匿記商行
神戸市中央区下山手通2-13-1

（生田新道トアロード寄）
TELO78-331-1263
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叩

黒ｻ遡読ﾛ謄局紗織誰念社

鶏
一
（
一

叩

飲 み口ノドごしあと味

ググッときて、スッとひく

２１世紀のビールを変える「グランドビア」誕生

う
ま
み

ブラッスリー銀座ライオン神戸元町店

神戸市中央区明石町47ニツケビルＢ１

営業時間／11時30分～23時

(料理のラストオーダーは22時30分）

定休日／なし

TELO78-334-3614
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iii，

グランドビア味覚イメージ

聯
瀞w銅an鯉

量鵜 ‘皇蕊識 ＝

サッポロビール大隈明神戸支社長（写真左から2人目）を囲むサッポロビールスタッフ（西田じゆん子、細田有子）と神戸っ子のスタッフｃ

写真後方は、銀座ライオン神戸元町店徳長邦明支配人。（銀座ライオン神戸元町店にて）

とが

願、

そピ

グﾗﾝドビｱう塞割,I,線蕊

＝一ー

‘‘鰹

劃
世
紀
の
主
役

サ
ッ
ポ
ロ
「
グ
ラ
ン
ド
ビ
ア
」

大
隈
明
（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
鴬
会
胤
一
Ｆ
支
社
長
）

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を

選
択
す
る
場
合
、
「
う
ま
い
」
こ
と
は
当
然
で

す
が
、
「
健
康
」
や
「
安
全
」
、
「
自
然
」
が
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
き
ま
す
。
時
代
に
適
っ

た
本
格
的
な
ビ
ー
ル
を
目
指
し
て
開
発
さ
れ

た
の
が
「
グ
ラ
ン
ド
ビ
ア
」
で
す
。
「
グ
ラ
ン

ド
」
と
は
、
「
堂
々
と
し
た
、
偉
大
な
」
と
い

う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
幻
世
紀
の
主
役
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
名
付
け
ま
し
た
。
麦
芽
１

０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
開
発
酵
母
、
最
高
級

ア
ロ
マ
ホ
ッ
プ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す
る
な

ど
原
料
に
こ
だ
わ
り
、
「
グ
グ
ッ
と
き
て
、
ス

ッ
と
ひ
く
」
、
飲
み
始
め
の
旨
味
か
ら
ス
ッ
キ

リ
感
へ
の
急
カ
ー
ブ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
「
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
」

が
、
「
ビ
ー
ル
文
化
の
向
上
」
に
貢
献
で
き
る
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四
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唯ツ』:①蝋謡離墨
〒658-0025神戸市東灘区魚崎南町3丁目6番１８号ＦＡＸ(O7B)431=1６８１

一
一

、■ｄｌｌｌｌ山■

幕の杓･私絶堂軒参

！

名物駅弁

あっちつち等当

溌麺鐸

一
ら

電話でご注文を承ります。

窓(o7B)４３１－１ＢＳＥ
ご指定の時刻に （イロ八二）

ご指定の場所にお届けいたします｡／

雲

Ｅ＝

賃鑑
３邑

夢､霞
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二

戸
一 2000年３月18日から９月17日まで開催中の淡路花博｢ジヤパンフローラ2000｣。

世界各国から珍しい花々が､出展され､園芸技術や伝統的な庭園

グﾙﾒも満喫できる国際博覧会｡世界一の吊り橋｢明石海峡大橋」
って､半年間で500万人の来場者が見込まれています｡全国的
る淡路と神戸の最新観光'情報をお届けします!！

鶴野
一
鑑

淡路花博ジヤバンフローラ2000と

神戸・淡路観光ガイドブックの決定版1１

はなさんぼ

Ｊ
認旬

》

“一．７Ｆ
■

－‘＃
巧

●

Ｍ

ｉ

‘質
唾漏画

Ｃ花の名所案内-淡路･神戸

花咲･花笑･花散歩

●人と自然のｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ

淡路花博
ジャパンフローラ２OOOガ

●車で行く?バスで周遊する？

自分でつくる

雲縫墨謡膿,’

＝

■
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普通

阪神・淡路大地震の被災地から

有珠山噴火災害救援金募集ノ
３月31日に噴火した有珠山は､周辺地域に住む多くの人々が避難牛活を余儀なくされるなど､大きな被害をもたらしています。

兵庫県内では阪神・淡路大震災の教訓を生かし、兵庫県社会福祉協議会と神戸市社会福祉協議会、コープこうべが、９９年１月

｢市民福祉社会への協働憲章」に調印。同憲章にもとづき、被災者を支援するボランティア活動を支えるための募金活動や被災

者への義援金募集活動を、三者が連携しておこなっています（募集期間は５月31日までの予定)。

また、兵庫県共同募金会と日本赤十字社兵庫県支部でも、６月２日までの予定で被災者への義援金を募集中。避難生活の長期

化により、期間延長の可能性もありますので、各自お問い合わせください。

銀行名 口座番号 口座名義 備考口座開設者 口座種別

社会福祉法人兵庫県社会福祉憾講今
総務部長岡本正平

但馬銀行本支店からの

振込手数料は無料霧銀行上筒井兵庫県社会福祉協議会 普通 141Ｂ串I;！

但馬銀行本支店からの
振込手数料は無料

兵庫県社会福祉施設経営者協議会
会長金附洋一郎(かなつきよういちろう）

兵庫県社会福祉施設経営者協議会
兵庫県社会福祉協議会 霊銀行土筒井 普通 砿路画面1２

みなと銀行本支店からの
振込手数料は無料

みなと銀行神戸駅前
支店

1511727｜神戸市社協有珠山募金

2000年５月23日（火）ボートビアホール１３:00受付１３:30開会１７:00閉会

神戸市社会福祉協議会

圃計間に佑珠山支援」と
記入

コープこうぺ福祉・ボランティア本部郵便振替コープこうべ 00920-91昨岡張

eボランティア支援令についてのお問い合わせ

兵庫県社会福祉協議会ボランティア･市民活動センターTELO78-2421I637FAX,O78-242-4153

兵庫県社会福:社協議会施設福祉部TELO78-2424633FAX,078-242“５３
コープこうべ福祉･環境活動部福祉･ボランティア活動TELO78-4122081FAX､078412-2124

③被災者への義樗令についてのお問い合わせ

神戸市社会福祉協議会ボランティア情報センターTELO78-271-5306FAXO78-271-5365

兵庫県共同募金会i総i#酷$共同募金部TELO78-242¥I624FAXp78242到湘５３
日本赤十字社兵庫県う鑑Ｂ事業課TELO78-341-8791FAXO78-341釦2６

4５

崖っぶち神戸再生フォーラム

創
二

O78-303-0075
-ル皿secretariat＠kobejc･or,ｉｐ
ｌＬ■http:"www‘kobejc･orjp

きむらしぎよう

回基調講演木村史暁氏(日本銀行神戸支店長）

国社団法人神戸青年会議所まちづくり政策室提言発表

新神戸創生委員会
「神戸の従来構造の栄光と限界世界の中の神戸～国際的な港と空港」

地域経済政策委員会
「マルチナショナルベンチャー（MultinationaIVentulre）都市

～多国籍資本・文化・情報と民間起業活力の融合により活性化する神戸」

環境政策委員会
「環境の世紀にふさわしい神戸のランドスケープの創造」

函まちづくり政策室に対するコメント

ｺﾒﾝﾃーﾀーＴｉ蒲鑑氏

主催：社団法人神戸青年会議所共催：みなと銀行後援：兵庫県神戸市神戸商工会議所

(社)神戸青年会議所
神戸市中央区港島中町6-1神戸商工会議所会館6Ｆ

チケットの

お申し込み

お問い合わせは

ｑ■

■■ TEL．

Ｅ球‘

Ｕ Ｒ
入潮潟:2,000円
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一
九
九
八
年
秋
、
神
戸
元
町
一
番
街
商
店
街
入
口
に
、
何
か
世

界
に
誇
れ
る
作
品
を
設
置
し
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

五
年
前
の
あ
の
大
震
災
以
来
、
た
だ
た
だ
光
と
希
望
を
見
つ
め
、

友
情
と
勇
気
を
も
っ
て
励
ま
し
合
い
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
、

よ
う
や
く
明
か
り
を
見
出
し
か
け
た
私
達
は
、
如
何
に
多
く
の

人
々
の
愛
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
今
こ
そ
、
こ
の
商
店
街
か
ら
世
界
に
向
か

っ
て
光
と
希
望
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
き
た
の
で
す
。

私
は
、
黙
想
し
心
の
中
に
表
現
し
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
ま
し
た
。

新
天
新
地
は
天
地
創
造
と
共
に
世
界
の
人
々
が
讃
え
る
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。
早
速
私
は
作
品
の
構
成
を
考
え
ま
し

た
。
大
量
の
光
を
透
す
た
め
に
ア
ー
チ
の
形
状
が
限
ら
れ
て
き
ま

す
。
私
は
現
地
で
一
日
中
立
ち
尽
く
す
日
が
続
き
ま
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
大
好
き
だ
っ
た
戦
前
の
元
町
の
様
子
が
走
馬
燈
の

よ
う
に
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
戦
争
中
の
こ
と
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ

た
父
に
連
れ
ら
れ
て
こ
の
商
店
街
の
老
舗
を
訪
ね
て
よ
く
来
た
こ

と
が
夢
の
よ
う
で
す
。
こ
の
町
に
は
誇
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
商
店
街
を
訪
れ
る
客
に
も
ま
た
プ
ラ
イ
ド
が
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
懐
か
し
い
在
り
し
日
の
元
町
に
思
い
を
め
ぐ
ら

へ

<15〉

新天新地

"光と希望のアーチ,，制作にあたって

三浦啓子くｶﾗｽ造形家〉

せ
な
が
ら
、
難
し
い
形
状
の
中
で
の
新
天
新
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

心
の
中
で
創
ら
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

都
の
門
に
は
と
て
も
勇
敢
で
優
し
い
天
使
が
居
て
、
彼
女
た
ち

は
力
強
く
抽
象
的
な
作
品
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

天
使
の
彫
刻
は
、
シ
ャ
ー
プ
で
可
愛
く
表
現
す
る
た
め
に
ガ
ラ

ス
と
鍛
鉄
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ー
の

女
流
彫
刻
家
「
レ
テ
ィ
ッ
ァ
・
タ
ヴ
ェ
ル
ナ
女
史
」
の
協
力
を
得

て
制
作
し
よ
う
、
ま
た
、
天
井
と
側
面
の
ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
は
、

金
や
ガ
ラ
ス
を
用
い
て
品
位
を
保
ち
な
が
ら
、
生
命
の
木
の
実
を

表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
レ
ン
ガ
舗
道
に
は
、
ア
ー
チ
か
ら

の
光
の
雫
と
し
て
光
を
落
と
し
、
そ
こ
に
は
、
神
戸
市
の
姉
妹
都

市
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
の
花
々
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
友
情
の
温
か

さ
を
下
か
ら
湧
き
上
が
る
光
で
、
人
々
を
お
迎
え
で
き
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
表
現
を
、
提
案
致
し
ま
し
た
。

正
式
な
依
頼
を
受
け
た
の
は
、
昨
年
六
月
で
し
た
。
そ
の
後
、

い
よ
い
よ
制
作
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
期
間
が

少
な
い
の
で
す
。
大
変
で
し
た
。

ア
ト
リ
エ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
眠
る
時
間
も
お
ぼ
つ
か
な

い
程
の
、
と
て
も
過
酷
な
作
業
の
連
続
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
炎
の

よ
う
な
情
熱
が
心
の
底
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

商
店
街
の
人
々
の
暖
か
い
励
ま
し
に
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
く
、
制

作
意
欲
も
ま
す
ま
す
昂
め
ら
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
作
品
を
制
作
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
一
人
で
は
な
く

と
て
も
大
勢
の
人
々
の
愛
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
た
び

の
神
戸
元
町
商
店
街
入
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

新
し
い
天
と
新
し
い
地
、
『
光
と
希
望
』
の
ア
ー
チ
こ
そ
、
多
く

の
人
々
の
、
愛
の
結
晶
で
す
。
世
界
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
離
さ

な
い
魅
力
の
あ
る
商
店
街
を
創
り
あ
げ
た
こ
の
人
々
の
勇
気
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
こ
そ
、
未
来
都
市
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
『
光

と
希
望
」
を
全
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
き
な
困
難
が
去
り

新
し
い
天
と
新
し
い
地
が
あ
ら
わ
れ
る
。

人
々
は
光
と
共
に
在
り

も
は
や
悲
し
み
も
嘆
き
も
労
苦
も
な
い
。

都
は
神
の
栄
光
に
脚
い
て
い
た
。

そ
の
肺
き
は
最
高
の
宝
石
の
よ
う
で
あ
り

ラ
ピ
ス

透
き
と
お
っ
た
碧
玉
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

都
の
城
壁
は
碧
玉
で
築
か
れ
光
輝
い
て
い
た
。

そ
こ
に
は
生
命
の
木
が
茂
り
、
豊
に
実
を
結
び

枇
に
限
り
な
く
人
々
に
希
望
を
与
え
る
。

園みうら・けいこ

1958年同志社女子大学卒業ハーバードアートスクール卒業1972年キヤストグラスとエポキシー樹脂による新しい手法

｢ロクレール」を確立1978年第８回世界クラフト会議で発表現在までに、国際グラスアート会議（独）にて招待講演、

米・独。仏等にて制作発表など世界的に活躍1992年関西芸術大賞受賞
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